
Architectural工nstituteOfJapan

【カ テ ゴ リーII】 日本建 築学 会環 境系論 文集 第590号,17-22,2005年4月

J.Environ.Eng.,AIJ,No.590,17-22,Apr.,2005

住宅居室の採光満足度に関する研究
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Thisstudyistoinvestigatetherelationbetweenresident'ssatisfactionwithdaylightingofroom

andseveralcharacteristicsofwindowsthatofferdaylightingtotheroom .Dataofalittlelessthan

onethousandhousingsweregatheredandsubjectiveimpressiononthesatisfactionwithdaylightingwere

evaluatedbyresidents.Theresultshowthat,whenthetypeofhousingorroom ,heightofthehousing

andtheregionofthehousingdiffer,thesubjectivesatisfactioninthedaylightthroughwindowofthe

sameopeningratiototheareaortheroomareacanbedifferent.Andwindowsonthewallofdifferent

directionareevaluatedindifferentway.Becauseitcannotbedeniedthatthesamplingwayofthis

dataisbiased,furtherresearchonthisissueisrequiredtomakeastandardofwindowsizeofhousing .
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1.は じめ に

我 が国の住宅 の居室 の窓の大 きさは昭和25年 公布 の建築基 準法

で定 め られて き た ことよ り、室面積 に対 す る側 窓 の面積 の比率 は

1/7以 上 とい う値が これ まで 日本 の社 会の 中で は定 着 して きた。 し

か し、平成12年 施行 の建 築基準法一般 構造規 定の改正 に伴 う採光

補正 係数の導入 によ り、現実 には1/7の 開 口率よ りも小 さな窓が側

窓で も認め られ るよ うにな った。 また、 同12年 に国土 交通省告 示

で定め られた住宅 性能表示基 準では、従 来、居住者 に対 して明示 さ

れる こ との少 なか った 開 口率を示す ことが定 め られ た。 さ らに同

15年 には国土 交通 省告示 に よ り商業系地 域で別種 の 開口面積 の算

定方 法 も定め られ いる。以 上のよ うに、近年 にな って住 宅居室 の開

口率 に関 して、法規 制 という側面か ら注 目が集 まって いる。一方 、

開口率の 目安 とな ってい る1/7と い う基準 は、建築基準 法の前身 の

市街 地建築物 法(大 正8年)で 定め られ た1/10の 規 定 を、戦 後混

乱期 の劣 悪な住宅環境 への配慮 によ り改定 された と考え られ る。元

の1/10の 規 定 は、 法令 を定 める際 に先行 した 諸外 国の法 令を参考

にした とい うのが実 際の経緯 と思わ れ、この数値が如何 なる合理 的

な理 由に基づ くものか は定かでな い。住宅 の開 口性能 を法規 制な り

アカデ ミックス タンダー ドな りの形で定め てい くには、開 口が室 内

に もた らす 性能 につ いて の知 見が必 要 となる。

住宅居 室 の開 口が室 内に もた らす ものは、換 気性能 や採 光性能

以外 に も開放感や外 とのつなが りとい った心理 的性 能、災害時 の避

難経路 としての存在な ど様々な ものが挙 げられ 、それ ぞれの性能 に

つ いて個 別 に検討 が必要で ある。平手])は 、採光 や通風 といった性

能 は現実 には設備機能 で代替 され ている ことを考 えれば、心理 的側

面が窓 の機 能の 中心 に移 って きた と してい る。 しか しなが ら、省エ

ネル ギーとい う社会的要 求の もと、日中の室内照明 を全て人工照 明

に代替す る とい うことは不可能で ある。昼光照明 の不安 定 さを考 慮

すれ ば昼光 照明だ けに全 ての明視性 を預け るのは現 実的でな く、居

室で明視性 が必 須 とされ る場所 は人工照 明を併 用するほ うが合 理的

で ある。従 って 、昼光 に よる室 内の 明る さの大小 を議 論す る際 に

も、単 に明視性 とい う点だ けを一律 に課す のは過剰品質 ともな りえ

る。む しろ、居住者 が どの程度 満足 して いるか とい う主観 的な指標

も必要で ある。住宅 開 口部 の明る さに対す る居 住者の満足 度 に関す

る既往研究 の多 くは 日照時 間に関す る ものであ り、窓 の大きさや 開

口率 に基づ いた もの は少 ない。乾 ら2}はモデルハ ウスを用 いた被験
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者実験 によ り、昼光が 重要か どうか を判 断す るには窓方位が南向 き

か否 かが大 きい として いる。 また、 国府田 ら3)は模型実験 によ り昼

光 の明るさ感 と諸 要因 との関係 を検 討 してお り、そ の相対的な 関係

を示 している。 このよ うな実験 による知見は、統 制された要 因間 の

相対 的な関係 を検 討する には重 要であるが 、様 々な ノイズ の中で生

活実 感を伴 った印象を把握す るのは不可能 である。従 って、実験 室

実験 とは並行 して、現実の住宅 を対象 とした実測 と居住者 アンケー

トによ る知見 も重要で ある。そ こで、本研究 では、近年実施 され た

調査デー タに基づき、居住者 の採光満足度 と居 室の開 口率 の関係の

実態 について検 討 を行 った。

2.調 査概 要

本研 究で分析 に用い るデ ータは3つ の独 立 した調査 デー タを抜粋

統合 した もの と した(表1)。 調査Sと 調査1は 先行 調査デー タ415)

か らの抜粋で あ り、調査Hは これ らの先行調査 を参考 に新た に実 施

した ものであ る。 これ らの調査 においては、居住者 が採光満足度 を

評価す る とい う本 質は変わ らな い ものの、 開口率 の測定手順等 にお

いて差異 が ある。

開 口率 と居 住者 の採光満 足度の調査 は実測 を伴 うため、データの

収集 には費用 の面で大 きな 困難 が伴 う。 日照 時間 に関わ る過去 の調

査研究で は調 査員が対象 の住宅を訪問 して測 定 を行 っているが、一

戸あた りの測 定数 は特定 の数箇所の室 に限定 され、実際 の測 定住宅

数は100戸 程度 に過ぎず注u、測定位置お よび測定住宅数 の双方 を多

くす る こ とは難 しい。特 に本研 究 の よう に採 光 を対象 とす る場合

は、 日照 の得 られな い窓 も対象 とすべ きであ るた め、実測 に協力 し

て くれ る住宅を確保す るのは更 に困難 とな る。 また実測 に代わ る 日

照時 間推 定の技術 として は久保 田 ら61のようにCADデ ー タを用 いた

推測 とい う手法 もあるが、屋内の情報 が得 られな い住宅にお いては

開 口率 を把 握す る ことは不 可能で ある。

そ こで、本研究 で用いた 開口率 データの測定 手順は二つ の手順 に

よるもの とした。 まず 、調査Sに おける測定で は居 住者 自身 に部 屋

や窓 の大 きさの測 定 を依頼 した 。 この場合 、測定 の負担 を配 慮 し、

対象 とする居室 は居間のみ とな っている。 この手順 によ る調査 は調

査対 象地域を任意 に選べ るものの、居 住者 自身の測 定 という点で測

定精 度の信頼性 は回答者 に委ね られる。一方 、調査1と 調査Hは 大

学 の授業 を利用 し、建築系学 生 に自宅(実 家)の 住宅 を調 査す る課

題 とい う形で測定 を行 った。 この手順では対象 地域は統制不 可能で

表1調 査概 要

あ り、対象 世帯 のカテ ゴ リー にも大学生 の子を持つ世帯 という偏 り

はあ るが、住宅 の全て の居室 の調査が 可能であ ること と、測定精度

につ いての信頼度 も上 がる。本研究 で用いたデー タは以上のよ うに

異な る測 定手順や対象 地域お よび時 期によ るものであるため、無作

為抽 出による社会調査 ア ンケ ー トと異な り、デー タ内に これ らの偏

りの影響があ ることは否めな い。 これ らの問題 は結 果の考察 におい

て論 じる。

3.結 果

3.1デ ータの概 要

三 っの調 査か ら得 られたデ ータ は住宅数 に して合 計で994戸 と

なった。デー タの内訳 は、地 域区分で は約30%が 関東、約60%が 近

畿で ある。住宅 の形 式別 で は戸 建住宅(以 下、戸建)が56%、 集合

住宅(以 下 、集住)が44%で ある。築年数 では85%が6年 以上で あ

るが 、若干 、集合住宅 の方が年数が 高い割合が多 い。また、平成12

年 の建築基準 法改正以 降建 て られ た もの は2%以 下で ある。調査別

の内訳を見 ると、関東地 域のデー タは全て調査Hの ものであ り、近

畿 地域の デー タの94%は 調 査Sと 調査1の もので ある。

調査Sで は居間のみ を対 象 として いるが、調査1と 調査Hで は対

象 とする室 は全ての居室 としている。分析 上の簡略化の ため、室の

タイ プを居間(L、LD、LDK)、 居 間 と独 立 した 台所や食堂(以 下、

台所 とする。K、DK、D)お よび その他 の居室(以 下、 他居 室 とす

る。子 供部 屋、寝室 等)に 三分す る。

3,2ロ ジステ ィック回帰 分析 について

本研 究 にお ける室 や窓の採光満足 度の評価 は 「満足 」か ら 「不満

足」 まで の間の選択肢 を選 ばせる評定 尺度法を用 いている。開口率

の よ うな連続 尺度 と順序尺 度で ある評定 尺度法 の関係の検討 では、

後者 の扱 いを連続 尺度 と置 き換 え、選択肢 の各段 階に数値 を振 り、

目的 変数 と独立変数 の双方 を量的変 数 として 回帰分析を行 うことが

まず考 え られ る。 しか し、説明変数が ある値以上(ま たは以下)の 場

合、 目的変数は両極 のいずれかの段 階に収束 して しま う。開 口率 に

対す る居 住者 の判 断は平均値 として捉え るよ りは、各段階の評価 が

選 ばれた割合で示 すほ うが理解 しやすい。そ こで、本研 究では、量

的変 数である 開口率を説明変数 、順 序尺度で ある満 足度を 目的変数

と してその まま扱 った ロジス ティ ック回帰分析 の累積オ ッズモデル

を適 用 して分析 に用いる。 ロジスティ ック回帰分析 は、ある現象の

発 生確率pを 連続 尺度で ある説明変 数(群)を 用 いて説 明す るモデ

ル であ る注2)。な お、実 際の数値 計算 にお いては、統 計解析 ソフ ト

調査名 調査SI調 査Il調 査H JMPVer.5.0.lJを 用 いた 。

表2調 査 住 戸 の 地 域 分 布 表3調 査 住 戸 の 築 年 数 分 布
調査形式

一般家庭へ配1建 築系学科の学生の 自宅

票調査1の 実測

調査地域 大阪 近畿L__匡 に関東 地域 戸建 集住 割合% 築年数 戸建 集住 割合%

調査時期
1999年

10-11月

1992-94年

5月

2002-03年

6-8月 関東 197 89 28,8瑠 1年以 内 16 6 2.2%

近畿 257 338 59.9% 2年以 内 16 12 2.8%
回収住戸数 379票1183票 432票

… 一

総室数
一n-　

311室*1'926室 2458室*1 九州 16 5 2.1% 3年以 内 8 6 1.4%

総窓数 741個X1437個*1

一匿一 一

4496個*1 四国 8 1 0.9% 4年以内 14 4 1.8%

調
査
項
目

窓の採光満足度評価 一;全 居室 の窓 全居室の窓 中国 13 1 1.4% 5年以 内 17 11 2.8%

窓面積 居間 の窓1全 居室 の窓 全居室の窓
一 一

東海 20 5 2.5% 6-10年 106 43 15.0%

窓方位情報 一1一 O 東北 13 1 14% lH5年 101 56 15.8%

室面積 居間のみ 険居室恥 全居室 一
　
北海道 5 1 0.6% 15-20年 78 97 17.6瑠

室の採光満足度評価 居 間 のみi'-1全 居 室
北陸 23 1 2.4% 20年 以上 178 187 36.7%

採光満足度の評価方法*2
満足～不満足1満 足 ～不満足の

の3段 階評価15段 階評価 総計 552 442 994 その他 18 20 3.8%

総計 552 442 994*1開 口率が得 られた室数*2満 足度回答者は室の主たる利用者 とした

18一

Nエ エーElectrOnicLibraryService



Architectural工nstituteOfJapan

な お、採光 満足度 評価 の選択肢 の数 は調 査Sで は3段 階で あ り、

他の二者 は5段 階 とな っている注31。本研究 では、段 階尺度 にお ける

「満足」 「やや満 足」 といった副詞の違 いに注 目す るのではな く、満

足か不満足か という大 きな差異 を見 出す ことを目的 として 、データ

の統合のた め、他 の二者のデー タを 「満足側」「どち らで もな い」「不

満 足側」 と置換 して分析 に用いた。 また 、開 口率デ ータの うち、 開

口率 二〇のデー タ と外 れ値(割 合 にして0.1%)は 分析 か ら除いた。

3,3室 の採光満 足度 の全般的傾 向

本調査 では室全体 の採光 に対す る満足度 と個別 の窓毎 に得 ている

採光 に対す る満 足度 をそ れぞれ質問 して いる。以下 、 これ らを分 け

て室 の採光満足 度及び窓 の採光 満足度 と本論中で は呼ぶ。開 口率 に

つ いて も室 にある全て の窓 の合 計面積 に基 づ く室の 開 口率 と、個別

の窓 単位で開 口率が算 出できるので、 これ も室の開 口率 、窓の開 口

率 と呼ぶ。

まず、室の 開 口率 と室 の採光 満足度の 関係につ いて検 討す る。 図

1は データの得 られ た全室(n=3491)に ついて室 の開 口率 の累積頻

度分布 を示す。建 築基準法 の基準 値 とな っている1/7の 開 口率 に満

たな いものの割合 は約10%に な る。調 査時 に確認 申請で居室 と見な

されな かった部屋 を削除す ることは不可能で あったた め、 このよ う

な室 もデータ に含 まれてい ると考 え られ る。 また、二室一室 と見な

され る室 について も政令 に準 じた解 釈を調査時 に求めたが 、調 査時

に別室 と見 なされ、 それぞれの室 について満足度 評価 がな され た も

の も含 まれて い ると思 われ る。従 って 、本調査デ ータでは、厳 密な

法解 釈の元で は居室 と して居 住者の満足度 を聞 くこ とが不可能 な1/

7に 満た ない開 口率に 関 して も満足度 評価が得 られて いる ことにな

る。そ こでぐ 図2に 室 の開 口率 を説 明変数、順序 尺度 と した居住者

の室 の採光満足 度を 目的変数 と した ロジステ ィック回帰分析の結果

を示 す。図は ある開 口率 に対す る居 住者の 「満足」「どち らで もない」

「不満 足」 の割 合示 した ものであ り、グ ラフの二つ の線がそ の3段

階 の境界 を示 す。 図中のn値 は計算 に用 いたデ ータの数 、p値 はx

2検 定の結 果で このモ デル の有 意性 を示 して いる。 また、図 中に散

布 して いる各点 の座標 はX軸 は元 デー タの 開 口率 に対 応 してお り、

Y軸 は 「満足」 「どち らで もな い」 「不 満足」 のそ れぞれ対応す る領

域 内に ランダム に散布 されて お り、グ ラフ中の二つの 曲線 で区切 ら

れた三 つの領域 はデータ の散布 が多い ところでは広が り、小さい と

ころでは近づ くよ うにな って いる ことが示 されて いる。ある開 口率

に対す る三段階 の評価 の割合 の予測 が妥 当である ことはこの散布傾

向か らも読み取れ る。なお、デー タの散布 はグラフを煩雑 にす るた

め これ 以降の 図では省略す る。 この図よ り、室 の開 口率 が1/7の 時

の室 の採光満 足度 は約50%が 満足 側 と読 み取 れる。 「どち らで もな

い」 も含 める と開 口率1/7を 否定 的 に取 らな い割合 は約68%と な

り、現状 の基準は ほぼ社 会的 に許容 されて いると言って 良いこ とが

確 認 され る。なお、分析 において は開 口率0の デー タは除外 して い

るが、 回帰線か ら開 口率0の 時の満足 側評価 の割 合 も約40%あ る こ

とが読 み取 れ る。

採光満 足度 は室外 の状況 を含 めた様々な要 因が関わ ることは 自明

であるが、室外 の状況 の定 量的な把握 は本研 究 のような調査測定方

法 では困難 である。そ こで 、以下、調査で得 られた住宅 の属性 につ

いて室 の採光 満足度 との関係 を検 討す る。

3.4住 宅タ イ プ別 に見た 室の 開口率 と室の採 光満 足度の 関係

住宅 のタイプが戸建 住宅 か集合住宅 か という違 いは、居住者が住

宅 に期待す る性 能や ライ フスタイルな ど様 々な要 因に関わる と考 え

コ1聖1一 iヤ11

目Il属
哩}

卜'it
、「L←

「

i

十

1訓

判1

I

l

{1匹1

十

!11

‐… ‐ 一 ‐.....a

11
↓

}田 臼「…

1口 □ 閉
、+口1・ 「 ↑1、

r

、-1i]「1

1.9一

Nエ エーElectrOnicLibraryService



Architectural工nstituteOfJapan

られ る。 また、よ り高層 階にある集合住宅 の室は一般論 と しては戸

建住宅 よ り窓 の外 の条件が 良 く採光 性能 も高 いことが予想 され る。

まず、住宅 タイプ を戸建 と集合住宅 で二 分 して室 の開口率 と室の採

光満足度 のロジステ ィ ック回帰分析 を行 った と ころ、グ ラフの形状

に大 きな差 異は認 め られなか った。そ こで、集合住宅 について居住

階が戸 建住 宅 とほぼ同 じ条件で ある三階以下 と、四階以上 に分 けて

検 討 しなお した(図3-5)。 これ らを比較す る と、三 階以下 の集合

住宅 は開 口率が低 い時の不満 の割 合が多 く、逆 に四階以上の集合住

宅 は低開 口率で の満足度 の割 合が高 い。開 口率0近 傍 での満足度 の

割 合はそれぞれ 約30%、 約48%と 大 きな差が あ り、 これ らは窓 の外

の条件が大きな要 因であ ると思 われ る。満足度 の割合の違 いは低 開

口率ほ ど大 きく、三 階以下 は四階以上 の1,6倍 になる。 この差 は開

口率の増大 に伴い漸減 し、開 口率が0.8を 越 える と高 さに因 らず 同

一 とな る。一方 、戸 建住宅(約98%が 三階建 以下)と 三 階以下の集

合住宅 を比較す る と、戸建住宅 の ほうが満足 度の割合 は高い。 この

理 由として考 え られ るのは、集合住宅 の場 合、周囲 にも集合 住宅が

あ り、結果的 に周囲の採光 条件が戸建住宅 よ り低 くな る ことが考え

られ る。

3.5室 タ イプ別 に見た室 の開 口率 と採 光満足度 の関係

図6～8に 室 を居 間、他居室 、台所食堂 と三分 してそ れぞれ の場

合 の室 の開 口率 と室 の採光満足度 の ロジステ ィック回帰分析 の結果

を示 した。 開口率0近 傍で の割 合 を比 較す ると、居 間で は約50%、

他居 室では約40%が 満足 とな る。台所食堂 は満足度 は約27%、 不

満度 は約55%と な り、他の2タ イプ に比べて 評価 が低い。 また、曲

線 の傾きを三者 で比較す ると、台所食堂は急 であ り居間 と他居室 は

ほぼ同一であ る。 この結果の理 由を解 釈す ると、調 理な どの視作 業

が行われ る台所食堂では 明視性 に対す る欲 求が他 の室 に比べ て明確

に高 く、結果 的 に低開 口率 の際の不満 はよ り高 くな ったので はない

か と考 え られる。逆 に開 口率 が上昇す るに従 いその満足度 は急 激に

上昇 し、開 口率 が0.45以 上では満 足度 の割 合 は他 のタイプ を上回

る。一方 、居 間の場合は明視性 だけで な く雰囲気性 も重要で あるた

め、低 開口率での不満 の割合 は他の タイプよ りも少な いと考 え られ

る。 また、居 間 も他居室 も開 口率が上 がる ことによる寄与 はほぼ同

じよ うに認識 されて いる と推 定 され る。

3.6地 域 別 に見 た室の 開口率 と室の採 光満足 度の関係

昼光 に対す る欲求は居住地域 におけ る太 陽高度や天候条件 との関

わ りも考え られ る。本研 究のデー タは関東 と近 畿を中心 として いる

ため、北海道 のような高緯度の地域 のデー タは少 ない。そこで北海

道 ・東北 ・北陸地 域を合わせた グループ を多雪地 域 として、関東お よ

び近畿 の傾向 と比較 した(図9～11)。 この結果 、北海道 ・東北 ・北

陸の傾向 を見 る と、開 口率0近 傍で の満足度 の割 合は関東や近畿 に

比べて低 く、また、開 口率増大 に伴 う満足度 の上昇傾向 もよ り急 で

ある。 これ らの地域のデー タは殆 どが戸建住 宅で あ り、関東や 近畿

に比べ ると住 宅周辺環境が 良好で あるこ とを考 えると低 開口率での

不満度 の割合 も低 いはずで あるが 、実 際 には不満度 の割合 は高 い。

従 って、冬季 の 日照率 の低 さや 日照時 間の短 さが低 開口率 の窓への

不満 を増 や し、大 開口率 の窓への満足 度を押 し上 げる理 由となって

いる 可能性が考 え られる ものの、詳細 な検 討 を行 うにはデータが不

足 である。

関東 と近畿 を比較す ると、近畿 のほ うが低 開口率での不満度が低

い ことが顕著で ある。データ の構成 を見 ると、近畿 のほうが 集合住

宅 の割合が高 く、都市 部で行 った 調査Sに お けるデータが大半 を占
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め るこ とな どのサ ンプ リングの違 いが ある。従 って、近畿にお ける

不満度 の少な さは集合 住宅や都市部居住 者 による採光 性能への期待

の相対 的な小 ささが不 満度の割合 を減 らして いる ことや、調査Sの

手順 と した居 住者 自身による測定 と回答 が 「どち らでもない」の割

合 を増や してい ることな どサ ンプ リングに起因す る可能性が排除で

きず 、関東 と近畿 とい う地域性 が認 め られ た とは 言い難 い。

37方 位別 に見た 窓面積 と窓の採 光満足 度の 関係

国土 交通省の住宅性 能表示基準で は方 位別の窓 の開 口の表示 も求

めて いる注4)。異 なる方位 の窓で は 日照 の点で 明 らか に違 いがあ る

ため、結果的 に居住者が要求す る性能の意 味が変わ ることは考 え ら

れ る。同様の こ とが採光性能 に関 して も存在 するか を検討す る。一

つの室 には2面 以上 の窓 がある場合 も多 く、室単位 で方位 による影

響 を検 討す るこ とは不可能 であるため、本節で は窓単位で聞 いた窓

の採光 満足度 について方位別 に分 けて検 討 を行 った。 まず、室 と同

様 に窓の開 口率 を説明変数 としたロジステ ィック回帰分析 を行 った

と ころ、いず れ の方位 の窓 もモデ ルの 有意差 が 認め られな か った

(p>0.05)。 そ こで、窓の面積を説明変 数に した ところ北向き窓以外

は モデルが成立 した(p〈005)。 図12～14よ り、 同一 面積 の場合

の満足 度の割合 は南 〉東 〉西 の順 に明確な違 いが観察 される。南 向

きの満足 度が高 いことは、 日本の住宅 の一般傾向 と してその主た る

向きが南側 で、窓の外 の条件が恵まれて いる こと理 由の一つではな

いか と考 え られる。 また 、東 と西の評価 傾 向の違い につ いては、西

日によ る問題 が採光満足度 にも影 響 を及 ぼ してい る可能性 が考え ら

れる。なお、 北向き窓 につ いて窓 の開 口率で も窓面積で も回帰モデ

ルが成立 しな かった ことか ら、北向き窓 と他 の方位の窓 と採光性 能

の考 え方 に大 きな違いが あるといえ、 この点か らも、居住者が 開 口
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部の採光 を考 え るに当た って 日照 も含 め てい た ことが示 唆 され る。

3.8住 宅 タイ プ別 に見 た窓面積 と窓 の採光 満足度 の関係

住宅 タイ プ別 に窓 面積 と窓の採光 満足度 の 関係を示す(図15～

17)。 室の 開 口率 の場 合 と異 な り、窓単体 の場合 、小面積 の窓 に対

しては戸建 住宅の ほうが四階以上の集合 住宅 よ りも満足度が 高 く不

満 度が小 さい。 この ことか ら、採光満足度 を居住者が判 断する際 に

考 慮 される要 因が室 全体 と窓単体 とで 異な る ことが示唆 され る。

4.ま とめ

以上、実 際の住宅の窓 の開 口率 に対す る居住者 の採光 満足度調査

を実 施 し、以下 の知見 を見出 した。まず 、室 のタイ プや住宅 の形式、

居住 階の違 い及 び地域 によ り、同一の開 口率 で も満足度 の割 合が異

な る ことを示 した。また、方位 によって も窓 の採光満足度 の捉 え方

が異な る結果 も得 た。更 に、全て の窓をあわせ た室全体で考 える場

合 と、 窓毎 に捉 える場 合 とで、採光満 足度の評価 の仕組み に違 いが

あ る可 能性 も示唆 された 。本調査 は完全 な ランダム抽 出ではな く、

母集団 となる住宅 の世帯特性や地域 分布 に偏 りがあ ることは否めな

い。特 に世 帯 の偏 りは評価 を押 し上 げて い る可能性 もあ る。

現行 の住宅 開口部に関連 した法規で は用途 地域やD/H等 の指 標で

建物周辺 の現 況や将来 開発可能性 を加 味 した ものである と考 え られ

るが、本調査 で示唆 され たよ うに、建物側 の用途や方位 な どによっ

て も望 ま しい開 口のあ り方 を考え る余地 はまだ多 い と考 え られ る。

また、本調査 では居住者側 の反応 を三段 階に簡略化 して検 討 を進 め

たが 、 「妥 当な採光 性能」 であるため には何%以 上が 「満足 」(ま た

は 「不満足」 が何%以 ド)で ある ことが必 要な のか とい った指 針の

あ り方 に関す る議論 も今後 は必 要で ある。加えて 、窓外状況 の把握
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や採光性能以外の心理要因も踏まえた詳細な検討なども今後の課題

で あ る 。
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注:

注1)例 えば、松浦 ら71の調査 は測定位 置4箇 所 、実測住宅数は78戸 。小島 らSIの

調査で はそれぞれ1箇 所 、112戸 。

注2)あ る現 象の発生確率 をp{x)と その説明変数群X=(x,.XZ.… 、X,)に お

いて 、xの 合成変量Z=βo+βIXI+…+β,X,、 とし、p(x)=exp(Z)/(1+eXp

(Z))と したモデル。累積オ ッズモデルで は、目的変数の各段階毎 の発生確率

を算 出す るが、それぞれの合成変量Zの 定数項のみ異な り、他の係数は共通

としたモデル である91。

注3)い ずれ も両側 は 「満足」「不満足」、中央は 「どち らで もな い」であ り、その中

澗 の 「やや満足」「やや不満足」が五段階 では加わる。

注4)た だ し開口率ではなく方 位 ごとの面積の比で示 している。
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